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お
盆
に
多
し・

交
通
事
故

車
の
ス
ビ
ー
ド
を
甘
く
見
な
い
よ
う

　
交
通
事
故
の
発
生
は
、
あ
ら
ゆ
る

対
策
を
講
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
増
加
し
て
い
る
状
態
で
す
．

　
特
に
例
年
八
月
に
は
い
り
ま
す
と

急
激
に
交
通
事
故
が
増
加
し
て
き
ま

す
。　
昨
年
の
状
況
を
み
ま
す
と
年
間
の

県
内
月
平
均
事
故
件
数
七
百
四
十
八

件
に
対
し
、
千
五
十
七
件
、
死
亡
二

十
四
人
に
対
し
五
十
四
人
、
傷
者
六

百
三
十
六
人
に
対
し
千
十
二
人
で
月

中
八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
の
間
は

平
日
の
五
割
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
加
の
要
因
は
、
旧
盆
帰
り
．
海

水
浴
な
ど
レ
ジ
ヤ
ー
関
係
車
両
に
よ

る
交
通
量
の
増
加
な
ら
び
に
暑
さ
に

よ
る
注
意
力
の
低
下
な
ど
が
お
も
な

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年

八
月
中
の
交
通
事
故
は
十
六
件
発
生

　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。
交
通

　
　
　
　
　
　
事
故
防
止
に
つ
き
ま

　
　
　
　
　
　
し
て
は
車
の
安
全
運

　
雛
　
　
　
転
、
歩
行
者
の
適
確

　
懸
　
　
　
な
横
断
な
ど
交
通
安

　
雛
　
　
　
全
行
事
の
た
び
に
呼

　
叢
　
　
　
び
か
け
て
は
い
ま
す

難
　
が
、
な
か
な
か
確
実

穫
　
に
守
れ
な
か
．
た
り

慧
　
、
あ
る
い
は
交
通
法

隷
　
規
な
ど
に
対
す
る
知

　
　
　
　
　
　
識
の
不
足
か
ら
未
然

講
　
に
防
止
で
き
る
事
故

癒
　
　
　
　
　
　
も
で
き
な
か
っ
た
り

雀
　
し
て
悲
劇
を
生
む
こ

　
幽
．

　
　
　
　
　
　
と
が
あ
り
ま
す
。

び
．

　
　
　
　
　
　
　
道
路
が
良
く
な
り

飛
　
　
　
　
　
　
車
の
ス
ピ
：
ド
が
早

　
　
　
　
　
　
く
な
か
ま
す
と
横
断

　
　
　
　
　
　
が
な
か
な
か
で
き
ま

特
定
分
譲
住
宅
の
申
込
受
付

　
日
本
住
宅
公
団
特
定
分
譲
住
宅
は

個
人
、
法
人
を
対
象
に
健
全
で
住
み

よ
い
集
団
住
宅
を
建
設
し
、
譲
渡
す

る
も
の
で
譲
受
け
た
会
社
等
は
、
さ

ら
に
そ
の
社
員
や
従
業
員
に
分
護
し

た
り
賃
貸
す
る
も
の
で
す
。

申
込
受
付
期
間
　
八
月
三
十
一
日
ま

　
　
　
　
　
　
　
で

申
込
者
の
資
格
　
事
業
者
で
そ
の
使

　
　
　
　
　
　
　
用
す
る
従
業
員
に

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
を
賃
貸
分
譲

　
　
　
　
　
　
　
す
る
者
な
ど
で
、

　
　
　
　
　
　
　
申
込
戸
数
は
原
則

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
十
二
戸
以

　
　
　
　
　
　
　
上
の
集
団
住
宅
と

　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
．

公
団
融
資
額

イ
、
世
帯
向
住
宅
一
戸
当
り

　
五
十
平
方
層
未
満

　
　
　
　
　
　
　
百
二
十
六
万
五

　
　
　
　
　
　
　
千
円

　
五
十
平
方
材
～
五
十
五
平
方
肩

　
未
満
　
　
　
　
百
三
十
三
万
五

　
　
　
　
　
　
　
千
円

　
五
十
五
平
方
厨
以
上

　
　
　
　
　
　
　
百
四
十
万
五
千

　
　
　
　
　
　
　
円

ロ
、
単
身
者
共
同
宿
舎

　
収
容
人
員
一
人
当
り

　
　
　
　
　
　
　
四
十
一
万
六
千

　
　
　
　
　
　
　
五
百
円

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
市
長
室

へ
。

せ
ん
。
最
近
は
道
路
の
飛
び
出
し
に

よ
る
事
故
も
多
く
、
七
十
％
は
歩
行

者
が
悪
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
写
真
の
タ
で
ト
ル
に
も

あ
り
ま
す
が
、
車
は
早
く
止
ま
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
頭
の
中

に
お
い
て
横
断
す
れ
ば
、
事
故
も
減

る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。　
ち
な
み
に
時
速
五
十
㌔
で
走
る
車

の
秒
速
は
何
耕
か
と
い
い
ま
す
と
、

す
ぐ
答
え
ら
れ
る
人
は
あ
ま
り
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
約
十
五
規
で
、
だ
い
た
い

時
速
に
三
を
か
け
た
数
字
で
す
。
ま

た
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
静
止
す

る
ま
で
の
距
離
は
時
速
に
五
を
か
け

る
と
だ
い
た
い
で
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
科
学
的
に
頭
を
彷
か

れ
る
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
交
通
事
故

防
止
に
お
互
い
の
身
を
守
る
た
め
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
　
〔
写
真
は
国
道
一
一
七
号
線
〕

県
福
祉
施
設
改
善

資
金
申
込
受
付

受
付
期
間
　
八
月
一
日
～
八
月
三
十

　
　
　
　
　
一
日
ま
で

貸
付
限
度
額会
長
に

　
　
　
　
企
業
内
施
設
　
二
百
万
円

　
　
　
　
共
同
施
設
　
　
　
千
万
円

利
率
及
び
償
還
期
限
　
県
信
用
保
証

　
　
　
　
協
会
の
保
証
の
あ
る
も
の

　
　
　
　
日
歩
二
菱
一
厘
、
そ
の
他

　
　
　
　
二
曵
二
厘

　
　
　
　
原
則
と
し
て
据
置
期
間
一

　
　
　
　
年
を
含
め
五
年
以
内
の
割

　
　
　
　
賦
償
還

樋
口
氏

十
日
町
家
畜
指
導
診
療
所
発
足

　
中
魚
家
畜
衛
生
保
健
所
の
廃
止
に

伴
な
い
、
十
日
町
家
畜
指
導
診
療
所

が
新
し
く
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
去
月
二
十
六
日
同
診
療

所
運
営
協
議
会
も
組
織
さ
れ
、
家
畜

の
診
療
や
保
健
衛
生
、
人
工
授
精
等

の
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
同
協
議
会
は
十
日
町
市
、
川

西
町
、
中
里
村
の
三
市
町
村
で
運
営

さ
れ
ま
す
が
、
新
任
役
員
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

会
長
　
樋
口
清
十
日
町
農
協
組
合
長

　
副
会
長
　
清
水
上
野
農
協
組
合
長

市
役
所
新
庁
舎
建
設
へ

8
日
市
長
ら
が
鍬
入
れ

　
市
役
所
新
庁
舎
建
設
工
事
の
地
鎮

祭
は
八
月
八
日
市
内
山
本
の
敷
地
現

場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
工
事
は
去
月
二
十
八
日
県
外
六

社
、
県
内
二
社
に
よ
る
請
負
入
札
が

行
な
わ
れ
た
結
果
、
前
田
建
設
が
二

億
二
千
三
百
万
円
で
落
札
し
た
も
の

で
、
構
造
は
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
四

階
で
一
〇
、
○
○
○
坪
の
敷
地
に
延

面
積
四
、
八
三
〇
・
七
四
平
方
メ
ー

ト
ル
、
建
坪
一
、
四
九
六
・
八
八
平

方
メ
ー
ト
ル
。
各
階
の
建
築
面
積
は
■

一
階
一
、
○
八
九
・
九
〇
平
方
メ
ー
、

ト
ル
、
二
階
一
、
一
一
四
・
六
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
、
三
階
一
、
一
八
二
・
四

四
平
方
メ
：
ト
ル
、
四
階
一
、
二
四
六

・
二
四
平
方
メ
ト
ル
、
塔
屋
一
階
四

四
・
九
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
塔
屋
二

階
五
二
・
八
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
。

　
外
装
は
カ
ラ
ッ
ト
吹
付
、
ア
ル
、
、
、

建
具
、
西
面
四
丁
掛
タ
イ
ル
貼
り
、

北
面
一
階
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
。

　
附
帯
設
備
は
暖
房
設
備
、
火
災
報

知
器
、
避
雷
針
な
ど
で
す
。

　
な
お
地
鎮
祭
は
村
山
市
長
を
は
じ

め
、
市
議
会
、
お
よ
び
請
負
者
の
前

田
建
設
吉
田
北
陸
支
店
長
ら
が
出
席

し
て
鍬
入
れ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
解

難
　
繋
　
　
櫛
　
　
　
　
㈱

〔
写
真
は
市
庁
舎
の
完
成
予
想
図
〕

監
事
　
小
川
＋
日
町
市
助
役
、
田

口
川
西
町
助
役
．

十
日
町
市
職
員

募
集

◎
募
集
区
分

　
ω
一
般
事
務
職
員

　
　
大
学
卒
　
若
干
名

　
　
高
校
卒
　
男
子
　
三
名

　
　
　
　
　
　
女
子
　
一
名

ω
土
木
技
術
職
員

　
　
高
校
卒
　
　
　
　
二
名

　
⑥
応
募
資
格

　
　
昭
和
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に

　
　
生
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に

　
　
よ
る
大
学
卒
業
者
及
び
高
等
学

　
　
校
卒
業
者
（
昭
和
四
十
三
年
三

　
　
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

　
　
で
十
日
町
市
に
在
住
ま
た
は
出

　
　
身
者

◎
高
山
保
育
所

　
ω
保
母
　
　
　
　
五
名

　
②
給
食
員
　
　
　
一
名

　
③
昭
和
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生

　
　
れ
た
（
女
子
）

　
　
用
務
員
　
　
　
一
名
（
男
子
）

◎
試
験
方
法

　
②
第
二
次
試
験

　
　
第
一
次
試
験
合
格
者
の
身
体
検

0
試
験
期
日

　
　
昭
和
四
十
二
年
十
月

◎
受
付
期
間

　
　
　
　
一
日

　
　
市
役
所
市
長
室
ま
た
は
十
日
町

　
　
公
共
職
業
安
定
所
に

　
　
募
集
要
綱
及
び
受
験
申
込
書
は

　
　
市
役
所
市
長
室
に
あ
り
ま
す
の

　
　
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ω
第
一
次
試
験
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
　
教
養
試
験
と
口
述
試
験
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ω
第
一
次
試
験
　
　
　
　
　
　
聞

　
　
昭
和
四
十
二
年
九
月
十
七
日
一

　
　
（
日
）
十
日
町
市
役
所
　
　
　
　
　
。

　
ω
第
二
次
試
験
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
十
日
町
市
水
沢
診
療
所
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
自
・
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
至
・
同
年
九
月
二
日
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
お
盆
の
市
役
所
業
務

お
り
で
す
。

　
八
月
十
四
日
（
月
）
午
後
三
時
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
休
み

　
八
月
十
五
日
（
火
）
午
後
か
ら
休

　
八
月
十
六
日
（
水
）
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
お
盆
の
市
役
所
業
務
は
つ
ぎ
の
と
薗

　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

獺
灘
…
縷
撒
擁
離
聡

合
と
　
き

と
こ
ろ

唱
　
教
　
室

十
七
日
、
二
十
四
日
、
三

十
一
日

い
ず
れ
も
午
後
七
時
三
十

分
～
九
時
三
十
分

公
民
舘

美
佐
島
地
区
婦
人
学

級
生
大
会

と
　
　
き

と
こ
ろ

講
　
師

十
七
日
（
木
）
午
前
九
時

1
午
後
四
時

大
池
小
学
校
「
山
間
農
村

の
離
村
間
題
に
つ
い
て
」

県
農
協
中
央
会
調
査
室
、

石
川
二
郎
氏

「
エ
メ
ラ
ル
ド
学
級
」

　
　
　
　
中
条
地
区
公
民
舘

と
　
き

■蘭田旧珊一■

講テ
　i
師マ

．
醸
醸
輯
葎
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
秋
の
美
ヶ
原
高
原
ぶ
ど
う
狩
　
　
㎜

期
日
九
月
十
六
日
、
十
七
日
圃

会
費
翁
鰹
泊
）
㎜

　
　
（
＋
六
昼
食
は
各
旱
配
）
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

寄
附
あ
り
が
と
う

ほ
ど
亡
父
雄
二
さ
ん
の
香
典
返
し
と

設
資
金
に
と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
市
内
泉
町
中
林
騰
さ
ん
は
、
こ
の
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

し
て
金
三
万
円
を
青
少
年
ホ
ー
ム
建
■

電
話
局
（
山
本
局
）
着
工

総
工
費
五
億
数
千
万
円
で

　
ま
す
ま
す
増
加
す
る
電
話
需
要
に

応
じ
る
た
め
、
機
械
設
備
を
収
容
す

る
局
舎
を
新
築
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
機
械
設
備
は
最
新
式
の
ク
ロ
ス

バ
自
動
交
換
機
で
、
完
成
後
は
電
話

の
収
容
能
力
も
大
巾
に
ふ
え
、
市
外

通
話
も
現
在
の
申
込
即
時
通
話
が
す

べ
て
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
と
な
り
ま

す
。

　
工
事
完
了
ま
で
に
は
、
市
民
の
み

な
さ
ま
や
、
現
在
電
話
を
お
申
し
込

み
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
、
電
話

機
の
移
転
を
ご
予
定
の
か
た
に
も
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
山
本
局
舎
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
ま
で
な
に
と
ぞ
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
．

　
　
　
　
1
＋
日
町
電
報
電
話
局
1

二
十
一
日
（
月
）
午
後
八

時
か
ら

二
十
九
日
（
火
）
午
後
八

時
か
ら

新
し
い
家
族
関
係

新
潟
女
子
短
大
、
浅
妻
康

二
先
生

「
婚
前
成
人
学
級
」

と
　
　
き

講テ
　i
師マ

版

馴
と
　
き

■
と
こ
ろ

講
師

　
　
＋
日
町
市
公
民
舘

三
＋
日
（
水
）
午
後
七
時

三
＋
分
か
ら

愛
の
認
識

新
大
長
岡
分
校
　
斎
藤
和

代
先
生

画
　
教
　
室

＋
八
日
（
金
）

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

三
＋
分

公
民
舘

重
野
桂
二
氏

　
　
城
ヶ
丘
家
庭
教
育
学
級

　
　
　
　
　
時
三
十
分
≧
九
時
三
十
分

　
と
こ
ろ
　
公
民
舘

　
　
　
　
　
父
親
の
学
習

■旧
m
と
　
き
　
二
十
二
日
（
火
）
午
後
七

㎝旧

講
　
師

　
料

と
　
き

と
こ
ろ

十
日
町
小
学
校
長
　
柄
沢

栄
夫
氏

理
　
教
　
室

二
十
四
日
（
木
）
午
後
七

時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

公
民
舘

「
西
洋
風
め
ん
類
料
理
の

作
り
方
」
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と
し
に
多
発
の
年
で
す

伝
染
病
に
気
を
っ
け
ま
し
ょ
う

　
こ
と
し
は
伝
染
病
の
発
生
の
年
で

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
伝
染
病
統
計

資
料
に
よ
る
と
、
伝
染
病
は
三
年
ご

と
に
多
発
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
伝
染
病
の
発
生
は
昨

年
度
三
十
九
名
が
発
生
、
本
年
七
月

末
現
在
ま
で
に
五
名
の
発
生
が
あ
り

ま
す
。
赤
痢
に
つ
い
て
は
冬
期
間
で

も
発
生
い
た
し
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
注
意
し
．
自
分
の
健
康
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
．

1
．
赤
痢

　
赤
痢
は
患
者
保
菌
者
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
経
路
を
た
ど
っ
て
食
品
や
飲
水

手
な
ど
人
の
口
か
ら
侵
入
し
発
病
い

た
し
ま
す
。
予
防
と
し
て
は
、
石
け

ん
ま
た
は
消
毒
液
を
使
用
し
、
三
十

秒
手
洗
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
日
本
脳
炎

九
月
圏
日
ま
で
に
提
出
を

選
挙
人
名
簿
登
録
申
し
出
書

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
次
の
か
た
は
登
録
申
出
書

を
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

一
、
九
月
一
日
で
満
二
十
才
に
な
っ

　
た
人
。

　
（
昭
和
二
十
二
年
九
月
一
日
ま
で

　
に
生
れ
た
人
）

二
、
九
月
一
同
ま
で
に
選
挙
権
を
有

　
し
、
か
つ
他
市
町
村
よ
り
転
入
し

引
き
続
き
、
三
ヵ
月
以
上
十
日
町

　
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
（
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
ま
で

　
に
十
日
町
市
に
転
入
さ
れ
た
人
）

　
日
本
脳
炎
の
発
生
は
テ
レ
ビ
及
び

新
聞
等
で
ご
承
知
の
と
お
り
、
新
潟

県
は
警
戒
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
本
脳
炎
の
予
防
は
、
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ソ
に
よ
る
注
射
と
、

水
田
や
ド
ブ
川
、
豚
舎
等
に
よ
り
発

生
す
る
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
ヵ
の
発
生

を
防
止
し
、
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

3
．
結
核
予
防
に
つ
い
て

　
結
核
の
予
防
は
、
毎
年
一
回
必
ず

受
診
し
て
い
た
だ
く
定
期
検
診
に
よ

り
早
期
に
患
者
を
発
見
し
、
軽
い
う

ち
に
治
療
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
市

で
は
一
般
住
民
を
対
象
と
し
た
検
診

は
一
応
終
了
致
し
ま
し
た
が
、
都
合

で
受
診
で
き
な
か
っ
た
か
た
の
実
施

を
い
た
し
ま
す
。
実
施
計
画
が
出
来

次
第
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
と
き
の
注
意
〃

　
市
民
ブ
：
ル
は
連
日
利
用
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
お
た
が
い
が
楽

L
く
利
用
で
き
る
よ
う
つ
ぎ
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
水
泳
を
す
る
人
自
身
が
注
意
す
る

　
こ
と

　
ω
溺
れ
た
ま
ね
や
、
他
人
に
迷
惑

　
　
と
な
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

　
⑭
水
に
入
る
前
は
必
ず
準
備
運
動

　
　
を
し
、
シ
ヤ
ワ
ー
を
浴
び
洗
体

　
　
槽
に
腰
ま
で
つ
か
り
、
い
き
な

　
　
り
水
に
と
び
込
ま
な
い
こ
と
。

き

　
勤
労
青
少
年
ホ
！
ム
の
建
設
工
事

は
、
去
る
七
月
三
十
一
日
千
八
百
五

十
万
円
で
（
附
帯
工
事
を
除
く
）
池
田

組
が
落
札
、
五
日
か
ら
着
工
し
ま
し

た
．
　
十
日
町
市
青
年
会
議
所
が
主
体
と

＝＝＋ll町市勤労青少年ホーム＝＝

な
っ
て
建
設
を
推
進
し
た
勤
労
青
少

年
が
仕
事
の
余
暇
や
休
日
を
楽
し

く
、
有
意
義
に
す
ご
す
た
め
の
施
設

と
し
て
十
二
月
完
成
を
め
ざ
し
て
建

設
さ
れ
ま
す
。

　
施
設
の
内
容

1．璽
卿
で

十二月完成をめざして

勤労青少年ホーム着工

　
敷
地
は
市
立
保
育
所
隣
り
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
で
一
階
は

集
会
兼
軽
運
動
場
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

更
衣
室
、
ホ
ー
ル
な
ど
と
な
り
ま
す

ま
た
二
階
は
娯
楽
室
、
小
集
会
室
、

音
楽
室
．
図
書
室
、
休
け
い
室
（
和

室
）
軽
食
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。
総
面
積
は
約
七
六

二
平
方
メ
：
ト
ル
で
す
。

利
用
の
し
か
た

　
③
湯
に
入
っ
た
直
後
、
汗
の
流
れ

　
　
る
ほ
ど
運
動
し
た
直
後
、
食
事

　
　
直
後
、
空
腹
時
及
び
疲
労
し
て

　
　
い
る
と
き
は
水
に
入
ら
ぬ
事
．

　
④
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
飲
食
、
喫
煙

　
　
を
し
な
い
こ
と
。

　
⑤
顔
や
唇
が
紫
色
に
な
っ
て
き
た

　
　
ら
、
直
ぐ
陸
へ
あ
が
り
、
タ
オ

　
　
ル
等
で
体
を
拭
く
こ
と
。

　
⑥
水
泳
が
終
っ
た
ら
必
ず
洗
眼
を

　
　
す
る
こ
と
。

◎
次
の
人
は
プ
ー
ル
の
使
用
を
断
リ

　
ま
す

　
ω
入
場
券
の
な
い
人

　
⑧
酒
気
を
お
び
て
い
る
人

　
⑧
皮
膚
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
ま

　
　
た
は
伝
染
性
疾
患
の
あ
る
人

　
ω
保
護
者
の
伴
わ
な
い
小
学
生
以

　
　
下
の
児
童
　
ま
た
は
幼
児

十
五
日
に
全
国
戦

没
者
追
悼
式

　
　
正
午
に
黙
と
う
を

季
節
の
メ
モ

●
ぬ
か
み
そ
の
味

　
夏
の
暑
い
と
き
は
ぬ
か
み
そ
の
味

が
変
り
や
す
い
も
の
で
す
。

き
ゆ
う
り
、
な
す
な
ど
は
水
分
が
多

く
て
床
が
ゆ
る
み
、
す
っ
ば
く
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
細
長
い
ざ
る
に

ぬ
か
み
そ
を
入
れ
て
余
分
の
水
分
を

と
り
ぬ
か
を
補
っ
て
、
手
ま
め
に
手

入
れ
を
く
り
か
え
し
ま
し
よ
う
。

●
日
焼
け
を
な
お
す
に
は

日
焼
を
な
お
す
こ
つ
は
「
時
間
を
か

け
る
」
こ
と
で
す
。
か
わ
が
む
け
か

け
て
も
自
分
で
は
が
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
自
然
に
と
れ
る
の
を
待
つ
こ

と
で
す
。
自
然
に
む
け
た
あ
と
は
完

ブ
油
か
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム
を
ぬ
っ

て
お
く
。
ぬ
り
薬
は
薬
局
か
お
医
者

●
む
ぎ
茶

買
っ
て
き
た
む
ぎ
茶
を
も
う
一
度
い

く
い
た
だ
け
ま
す
．

　
夏
の
食
卓
に
涼
味
を
添
え
る
冷
奴

構
で
す
が
薬
味
と
し
て
シ
ヨ
ウ
ガ
を

す
。 全

な
皮
膚
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
か
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ら
、
ひ
り
ひ
り
痛
む
と
き
は
オ
リ
ー
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗

さ
ん
に
相
談
す
る
こ
と
、
し
ろ
う
と
廓

療
法
は
か
え
っ
て
逆
効
架
の
場
合
が
一

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
夏
に
は
欠
か
せ
な
い
飲
物
で
す
。
　
”

り
な
お
し
て
使
う
と
ず
っ
と
お
い
し
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

●
冷
奴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

は
絹
ご
し
が
よ
く
、
生
醤
油
で
も
結
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

使
う
と
ぐ
っ
と
お
い
し
く
な
り
ま
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

22
日

　
こ
の
ホ
ー
ム
は
十
日
町
市
内
の
中

小
企
業
に
彷
く
二
十
五
才
未
満
の
青

少
年
な
ら
だ
れ
で
も
利
用
で
き
無
料

開
放
さ
れ
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
の
利
用
方
法
と
し
て
は
、

設
備
の
個
別
利
用
と
グ
ル
ー
ブ
活
動

の
実
施
で
す
が
、
ホ
ー
ム
の
事
業
と

し
て
レ
コ
ー
ド
コ
ソ
サ
ー
ト
、
映
画

鑑
賞
会
、
野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

英
会
話
、
簿
記
、
茶
道
、
華
道
、
書

道
、
手
芸
、
料
理
な
ど
各
講
習
会
の

開
催
、
ま
た
時
事
問
題
、
健
康
と
衛

生
な
ど
の
講
演
会
の
開
催
、
青
少
年

の
自
主
的
活
動
で
は
ス
ポ
ー
ツ
、
趣

味
の
グ
ル
1
ブ
な
ど
で
す
．

ラジオ
全国放逡

に
ラ
ジ
オ
体
操

十
中
で
N
H
K
全
国
放
送

　
ラ
ジ
オ
体
操
の
全
国
中
継
が
、
二

十
二
日
十
日
町
市
で
行
な
わ
れ
ま

す
．
ど
う
ぞ
学
校
、
職
場
、
各
種
団

体
な
ど
多
数
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
八
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
六
時
か
ら

　
　
　
　
中
継
放
送
　
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
～
六
時
四
十
分

　
　
　
　
指
導
者
講
習
会

　
　
　
　
午
前
七
時
建
八
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
立
十
日
町
中
学

　
　
　
　
校
グ
ラ
ソ
ド

講
師
・
伴
奏

　
　
　
　
講
師
　
紅
林
武
男

　
　
　
　
伴
奏
者
　
山
崎
鏡
子

指
導
者
講
習
会

　
L
時
間
は
七
時
か
ら
八
時
ま
で
の

「
声
く
ら
べ
腕
く
ら
べ

　
一
時
間
程
度
と
し
ま
す
．

2，

会
場
は
講
堂
で
す
。

「
郷
土
の
歴
史
を
さ
ぐ
る

下
条
嬬
人
学
級
」

轟
姫

子
供
音
楽
会
」
の
公
開
録
音

1
主
催
十
日
町
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
N
H
K
新
潟
放
送
局

2
日
時
九
月
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
二
時
か
ら

　
　
　
　
　
放
送
目
　
第
一
放
送

　
　
　
　
　
九
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
二
十
分
～
十

　
　
　
　
　
時
五
十
九
分
ま
で

3
場
　
所
　
十
日
町
市
民
体
育
舘

　
　
　
　
　
（
予
定
）

4
出
場
資
格
　
中
学
生
以
下
の
幼
児

　
　
　
　
　
児
童
、
生
徒
と
し
ま
す

5
出
場
内
容
　
歌
と
器
楽
演
奏

　
出
場
申
し
込
み
は
、
九
月
三
日

（
日
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、

（
学
年
）
種
目
（
独
唱
、
合
唱
、
器
楽

演
奏
な
ど
）
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て

　
新
潟
郵
便
局
区
内

　
　
H
H
K
新
潟
放
送
局

　
　
「
声
く
ら
べ
腕
く
ら
べ
子
供
音

　
　
楽
会
」
係
あ
て

く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員
会
に

　
　
い
ろ
く
あ
る
公
民
舘
事
業
の
中

　
で
、
下
条
は
婦
人
学
級
に
し
ぽ
っ
て

　
紹
介
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
　
婦
人
学
級
を
ま
ず
形
の
上
か
ら
見

て
套
す
と
、
そ
れ
ぐ
の
目
的
に

　
分
れ
て
学
習
す
る
コ
ー
ス
学
習
が
あ

　
り
、
そ
の
人
達
が
み
ん
な
集
ま
っ
て

　
す
。

　

・
お
こ
な
う
全
体
学
習
と
が
あ
り
ま

噛
簸
戴
盤
灘
蓑

1■■m陰”m■■8鵬剛”■嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

4
受
講
者
に
対
し
て
は
、
　
「
指
導
旧

　
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

子
宮
ガ
ン
検
診

の
お
し
ら
せ

L
検
診
者

　
東
京
医
科
歯
科
大
学
産
婦
人
科
教

　
授
　
　
　
　
一
宮
博
士

Z
検
診
料
　
　
　
　
百
円

▽
八
月
十
七
日
目
午
前
九
時
～
十
一

時
、
（
十
日
町
平
場
）
、
午
後
一
時
≧

三
時
（
十
日
町
山
地
、
新
座
、
大
井

田
）
以
上
川
治
公
民
舘
▽
八
月
十
八

日
H
午
前
九
時
～
十
一
時
（
六
箇
、

吉
田
）
午
後
一
時
～
三
時
（
川
治
吉

田
）
以
上
川
治
公
民
舘
▽
八
月
十
九

日
“
午
前
九
時
硬
十
二
時
、
午
後
一

時
≧
三
時
（
水
沢
）
水
沢
中
学
校
▽
八

月
二
十
一
日
u
午
前
九
時
セ
十
一
時
旧

（
中
条
山
地
、
下
条
）
、
午
後
一
時
硬

三
時
（
中
条
里
地
）
以
上
中
条
中
学
㎜

校
。
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撫
響

　
こ
の
運
営
は
各
コ
ー
ス
か
ら
選
出

さ
れ
た
コ
ー
ス
長
、
副
コ
ー
ス
長
と

全
体
か
ら
選
ば
れ
た
学
級
長
他
役
員

数
名
と
、
ま
た
オ
ブ
ザ
1
バ
ー
と
し

て
地
区
の
婦
人
会
長
さ
ん
か
ら
も
入

っ
て
も
ら
っ
て
形
づ
く
っ
て
い
る

「
運
営
委
員
会
」
が
、
公
民
舘
と
連

絡
を
と
り
合
っ
て
事
業
を
進
め
て
い

る
と
い
う
形
で
す
．

　
運
営
委
員
会
の
内
容
は
、
各
コ
ー

ス
の
横
の
連
絡
を
と
り
合
う
こ
と
Σ

か
み
ん
な
の
集
ま
り
や
す
い
日
を
選

ぶ
と
か
、
婦
人
会
や
そ
の
他
の
団
体

の
事
業
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
学
習

日
を
定
め
る
と
か
、
学
習
内
容
の
審

議
、
前
月
の
反
省
、
翌
月
の
計
画
な

ど
で
す
。

　
叉
、
こ
の
他
に
み
ん
な
に
計
画
さ

れ
た
そ
の
月
の
学
習
日
な
ど
を
連
絡

す
る
部
落
．
こ
と
の
連
絡
員
が
お
り
、

下
条
地
区
公
民
舘

必
要
に
応
じ
て
連
絡
員
会
議
が
開
か

れ
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ー
ス
学
習
は
五
つ
に
分

れ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
内
容
は
省
略
し
て
全
体
学
習
の
こ

と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
す
。

　
と
か
く
時
代
に
押
し
流
さ
れ
や
す

い
現
代
生
活
の
中
で
昔
の
も
の
の
中

に
良
い
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
を
堀
り
起
し
て
み
て
自
分
達
の
子

孫
へ
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
行
っ
た
ら

良
い
か
、
そ
れ
に
は
昔
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
の
地
域
の
こ
と
を
良
く
理

解
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
次

の
よ
う
な
内
容
で
学
習
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
妻
有
の
歴
史
」
　
「
地
域
の
先
覚

者
」
　
「
地
域
の
民
謡
」
　
「
と
ん
と
ん

昔
の
世
界
－
民
話
ー
」
　
「
変
り

行
く
十
日
町
市
」
そ
の
他
で
す
。

　
一
体
こ
の
地
域
に
は
い
つ
頃
か
ら

人
間
が
住
み
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
て

現
在
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た

現
代
に
残
っ
て
い
る
い
ろ
く
な
も

の
～
中
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
昔

を
推
理
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

そ
の
中
で
良
い
も
の
が
あ
る
と
し
た

ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
子
孫
へ
伝

え
て
い
っ
た
ら
良
い
か
。
そ
ん
な
内

容
に
集
ま
っ
た
人
達
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
地
域
に

残
る
民
謡
（
民
踊
）
を
二
子
部
落
の

古
老
か
ら
来
て
い
た
父
い
た
り
し

て
、
う
た
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
若
い

人
か
ら
踊
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
の

は
、
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
写

真
は
そ
の
時
の
も
の
で
す
。

　
他
の
地
区
同
様
、
こ
の
他
に
も
学

習
の
場
と
機
会
を
作
っ
て
あ
り
ま

す
。
　
．
こ
利
用
願
い
た
い
と
思
二
ま
す
。
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